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＜60 年代復刻ｽﾛｯﾄｶｰｸﾗｽ＞ 

①  ﾎﾞﾃﾞｨはﾀﾐﾔ再販 1/24 ｽﾛｯﾄｶｰﾎﾞﾃﾞｨ：ﾌｪﾗｰﾘ 330P2､ﾛｰﾀｽ 30､ﾛｰﾀｽ 40､ｴﾙﾊﾞﾏｸﾗｰﾚﾝ､ﾛｰﾗ T70､ﾎﾟﾙｼｪｶﾚﾗ 6､

ｷﾝｸﾞｺﾌﾞﾗの 7 車種に限定｡60s 当時物もこの 7 車種は使用可能。 

ただし､ｶﾚﾗ 6 の 60s ｷｯﾄに入っていたﾊﾞｷｭｰﾑ製屋根とｼｰﾄ部の使用は NG。 

ﾎﾞﾃﾞｨ･ｺｸﾋﾟｯﾄ部･ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ等を塗装し､ｵﾘｼﾞﾅﾙﾊﾟｰﾂを極力取付けること｡ｶﾗｰﾘﾝｸﾞ､ｾﾞｯｹﾝ番号は自由｡ 

ﾎﾞﾃﾞｨ開口部の穴開け加工等ﾃﾞｨﾃｰﾙｱｯﾌﾟは OK。ﾎﾞﾃﾞｨﾏｳﾝﾄはﾎﾟｽﾄ 3 箇所への埋込ﾈｼﾞでの取付け。 

埋込ﾅｯﾄを可動させることは NG。車高調整のためのﾜｯｼｬ等の使用は 0K。 

ﾏｳﾝﾄﾎﾟｽﾄをｶｯﾄ済の場合はﾌﾟﾗ円柱で復元すれば OK。 

②  ｼｬｰｼは､ﾐﾝﾄﾎﾋﾞｰ製の 60s ﾀﾐﾔﾘﾌﾟﾛｼｬｰｼ：TSA 真鍮製､TSA2 真鍮製ｽｲﾝｸﾞｱｰﾑ伸縮式､TSAR380 ｽﾃﾝﾚｽ製､

TSAAB ﾌﾞﾗｯｸｱﾙﾏｲﾄ製の 4 種類に限定。60s 当時物ﾀﾐﾔ製ｼｬｰｼの使用は NG とします｡ 

全てのﾊﾟｰﾂを使用して正規に組み立てること。ﾈｼﾞ類は交換できるが同規格･同寸の物を使用。 

ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｽﾌﾟﾘﾝｸﾞは交換自由､ｽｲﾝｸﾞｱｰﾑは可動 or 固定いずれも OK。 

ｼｬｰｼ&ﾎﾞﾃﾞｨへのｳｴｲﾄ搭載は 20g まで OK。 

③  ﾓｰﾀｰはﾏﾌﾞﾁ FT-36､FT-36D の 12V 巻ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟに限定。缶ｹｰｽを開けたり改造したものは NG｡ 

K&B ﾛｲﾔﾙﾎﾞﾌﾞｷｬｯﾄ､CHAMPION702-707 系､Revell SP-90 等､9V､6V､10V 巻ﾀｲﾌﾟ等の使用は NG ﾃﾞｽ｡ 

ﾓｰﾀｰの取付け方法は 2 箇所のﾈｼﾞ止めとする。 

④  ｶﾞｲﾄﾞはﾐﾝﾄﾎﾋﾞｰ製 T ｶﾞｲﾄﾞ or ﾀﾐﾔ 60s ｶﾞｲﾄﾞ。ｶﾞｲﾄﾞ軸の止め方はｽﾄｯﾊﾟｰやﾈｼﾞ止め等自由。  

⑤  ﾌﾞﾗｼはﾀﾐﾔﾌﾞﾗｼ or ﾈｼﾞ止め穴でとめられれば自由。ｶﾞｲﾄﾞ部はﾎﾞﾃﾞｨ上面から見て露出しないこと。 

⑥  ﾀｲﾔは黒色のｽﾎﾟﾝｼﾞ or ｺﾞﾑ製。ﾀｲﾔｻｲｽﾞは､ﾌﾛﾝﾄ径 25mm 以上､ﾘｱ径 26mm 以上。ﾀｲﾔ幅はﾌﾛﾝﾄ･ﾘｱ共に 

6mm 以上 13mm 以下。ﾌｪﾗｰﾘ 330P2 はﾄﾚｯﾄﾞが狭いので､ﾌﾛﾝﾄ径 24mm 以上､ﾘｱ径 25mm 以上とする。 

⑦  ﾎｲｰﾙはｱﾙﾐﾎｲｰﾙでﾒｰｶｰ自由。ﾌﾛﾝﾄ径･ﾘｱ径共に､直径 16mm 以上 18mm 以下。ﾎｲｰﾙ幅は自由。  

ﾎｲｰﾙｲﾝﾅｰを装着して下さい。 ⑧ｼｬﾌﾄは 3mm 径のｽﾁｰﾙ or ｽﾃﾝﾚｽ製。 

⑨  軸受けは､ｼｬｰｼの軸受け穴を加工せずに入るｵｲﾙﾚｽﾒﾀﾙを使用。 (ﾊﾞﾝﾌﾟﾛｼｮｯﾌﾟ販売の加工品あり) 

⑩  ｽﾍﾟｰｻｰはﾅｲﾛﾝ製､金属製等自由。  ⑪ｷﾞｱは自由。 ⑫ﾄﾚｯﾄﾞはﾎﾞﾃﾞｨ最大幅まで。 

⑬最低地上高はｶﾞｲﾄﾞ部を除き全ての部分で 2mm 以上。ただし､ﾓｰﾀｰﾏｳﾝﾄ最下部のみ 1mm 以上とする。 

 

＜ﾃﾞｨｰﾉ 166P ﾜﾝﾒｲｸ ｸﾗｽ＞ 
①ﾎﾞﾃﾞｨ：ﾊｾｶﾞﾜ･ﾃﾞｨｰﾉ 166P ﾎﾞﾃﾞｨに限定。 

ｶﾗｰﾘﾝｸﾞ､ｾﾞｯｹﾝ番号は自由｡ ﾎﾞﾃﾞｨ･ｺｸﾋﾟｯﾄ部･ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ等の塗装とｵﾘｼﾞﾅﾙﾊﾟｰﾂの取付けが原則ですが､

ﾃﾞｨﾃｰﾙｱｯﾌﾟﾊﾟｰﾂの導入および脱落し易いﾊﾟｰﾂ(ｴｷﾊﾟｲ､ﾗｲﾄﾚﾝｽﾞ等)を取り外しての出走を可とします｡

一切の軽量化は NG ですが､ﾎﾞﾃﾞｨ後部開口部の穴開け +ﾒｯｼｭ貼付けによるﾃﾞｨﾃｰﾙｱｯﾌﾟは可とします。 

②ｼｬｰｼ：MINT/TSR380 ｽﾃﾝﾚｽｼｬｰｼに限定。 

 全てのﾊﾟｰﾂを使用して正規に組み立てること。ﾈｼﾞ類は交換できるが同規格・同寸の物を使用。  

ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｽﾌﾟﾘﾝﾝｸﾞは交換自由､ｽｲﾝｸﾞｱｰﾑは可動 or 固定いずれも OK。 

 ﾓｰﾀｰ受け金具のﾈｼﾞ止め側が 36/36D ｻｲｽﾞなので、自作も含め 16D ｻｲｽﾞに合わせて交換 0K。 

③ﾓｰﾀｰ：ﾏﾌﾞﾁ FT16D ﾓｰﾀｰ（最初期型）のﾉｰﾏﾙ仕様に限定 

  ﾓｰﾀｰの取付け方法は 2 箇所のﾈｼﾞ止めとする。 

④ｶﾞｲﾄﾞは MINT 製 T ｶﾞｲﾄﾞ or ﾀﾐﾔ 60s ｶﾞｲﾄﾞ。ｶﾞｲﾄﾞ軸の止め方はｽﾄｯﾊﾟｰやﾈｼﾞ止め等自由。 

⑤ﾌﾞﾗｼはﾀﾐﾔﾌﾞﾗｼ or ﾈｼﾞ止め穴でとめられれば自由。ｶﾞｲﾄﾞ部はﾎﾞﾃﾞｨ上面から見て露出しないこと。  

⑥ﾀｲﾔは黒色のｽﾎﾟﾝｼﾞ or ｺﾞﾑ製。ﾀｲﾔｻｲｽﾞは、ﾌﾛﾝﾄ径 25mm 以上、ﾘｱ径 26mm 以上。 

ﾀｲﾔ幅はﾌﾛﾝﾄ･ﾘｱ共に 6mm 以上 13mm 以下。 

⑦ﾎｲｰﾙはｱﾙﾐﾎｲｰﾙでﾒｰｶｰ自由。ﾌﾛﾝﾄ径･ﾘｱ径共に､直径 15mm 以上 18mm 以下。ﾎｲｰﾙ幅は自由。 

ﾎｲｰﾙｲﾝﾅｰを装着して下さい。  

⑧ｼｬﾌﾄは 3mm 径のｽﾁｰﾙ or ｽﾃﾝﾚｽ製。 

⑨軸受けはｵｲﾙﾚｽﾒﾀﾙを使用。(ﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは NG) 

⑩ｽﾍﾟｰｻｰはﾅｲﾛﾝ製､金属製等自由。 ⑪ｷﾞｱは自由。  ⑫ﾄﾚｯﾄﾞはﾎﾞﾃﾞｨ最大幅まで。 

⑬最低地上高はｶﾞｲﾄﾞ部を除き全ての部分で 2mm 以上。ただし、ﾓｰﾀｰﾏｳﾝﾄ最下部のみ 1mm 以上とする。 

⑭ﾏｳﾝﾄ方法：MINT ｼｬｰｼの 3 点止めに合わせてﾋﾞｽ止めﾏｳﾝﾄを自作。 

⑮ｳｴｲﾄ搭載 :20g 以内 OK。 

 



＜50s/Early60sF1&Indy ｸﾗｽ＞ 
「50 年代/60 年代前半の F1&ｲﾝﾃﾞｨｶｰ」を、60 年代ｽﾛｯﾄｶｰのﾎﾞﾃﾞｨ･ｼｬｰｼ･ﾓｰﾀｰを基本に構成します。 

① ﾎﾞﾃﾞｨ：50 年代/60 年代前半（～1965）の 1/25-1/24F1&ｲﾝﾃﾞｨｶｰﾎﾞﾃﾞｨを使用。 

② ｼｬｰｼ：60 年代の 1/24 ﾌｫｰﾐｭﾗｶｰｼｬｰｼを使用します。 

例:ﾚﾍﾞﾙ､COX､ﾗｽｷｯﾄ､東宝､ｺｸﾞﾚ､ﾆﾁﾓ､童友社､ﾐﾄﾞﾘ､ﾔﾏﾀﾞ､東京ﾌﾟﾗﾓ等の 60s ｽﾛｯﾄｶｰ､また､ｺﾞｰｾﾝ､ 

宮澤模型等のﾌｫｰﾐｭﾗｶｰｼｬｰｼに、60s ｽﾛｯﾄｶｰﾎﾞﾃﾞｨや､ﾊｾｶﾞﾜ､ﾀﾐﾔ､ｴﾚｰﾙ等のﾌﾟﾗﾎﾞﾃﾞｨ､ﾘﾄﾙｶﾞﾚｰｼﾞ､

ZACO 等のﾚｼﾞﾝﾎﾞﾃﾞｨの搭載も OK.(ﾃﾞｭﾌﾞﾛ､ﾗﾝｻｰ､ﾗｲﾄ工業等のｸﾘｱﾎﾞﾃﾞｨの使用は NG です。 

③  ﾓｰﾀｰ：FT-16 ﾓｰﾀｰのﾉｰﾏﾙ仕様に限定 (COX:TTX-100,Revell:SP600 等)。(16D、36、36D は不可) 

④  ﾄﾚｯﾄﾞ：前後とも 70mm 以内。 

⑤ ｸﾘｱﾗﾝｽ：1mm 以上。 

⑥ ﾏｳﾝﾄ方法：自由。 

⑦ ｳｴｲﾄ搭載:20g 以内 OK。 

⑧  ﾀｲﾔ径：ﾌﾛﾝﾄ 24mm 以上、ﾘｱ 25mm 以上。 

⑨ ﾀｲﾔ幅：ﾌﾛﾝﾄ 6mm 以上、ﾘｱ 10mm 以下。 

〇ｱｸｽﾙ系：ｼｬﾌﾄ･ｷﾞｱ･ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ等については、現行 BANPRO ﾊﾟｰﾂの導入を推奨します。 

 ※ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞについてはｵｲﾙﾚｽﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ等ﾒﾀﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに限定、ﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは NG とします。 

〇ﾎｲｰﾙ･ﾀｲﾔ･ｶﾞｲﾄﾞ&ﾌﾞﾚｰﾄﾞ等についても、ｱｸｽﾙ系ﾊﾟｰﾂ同様、現行 BANPRO ﾊﾟｰﾂの導入を推奨します。 

ﾋﾞﾝﾃｰｼﾞｽﾛｯﾄｶｰへのｱﾌﾟﾛｰﾁは様々ですが、走行中のｽﾄﾚｽを受け持つｱｸｽﾙ系ﾊﾟｰﾂおよびﾎｲｰﾙ･ﾀｲﾔ、 

ｶﾞｲﾄﾞ&ﾌﾞﾚｰﾄﾞ等については、入手困難かつ精度にﾊﾞﾗﾂｷがある当時の製品の使用にこだわらず、  

ｼｬｰｼ&ﾊﾟﾜｰﾕﾆｯﾄが持っている本来のﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを導き出すことを、本ｸﾗｽの基本ｺﾝｾﾌﾟﾄとします。 

 

2023.2.20 ＜運営ｻﾎﾟｰﾄ：臼井＞ 


